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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成20年5月29日(2008.5.29)

【公開番号】特開2002-345468(P2002-345468A)
【公開日】平成14年12月3日(2002.12.3)
【出願番号】特願2001-123210(P2001-123210)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7088   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   5/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  15/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/62     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/64     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/65     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/26     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/02     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/15     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/566    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/28     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/27     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ａ６１Ｋ  31/7088  　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  48/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/00    　　　　
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   Ａ６１Ｐ   5/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０５　
   Ｃ０７Ｋ  14/62    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/64    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/65    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  16/26    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｐ  21/02    　　　Ｅ
   Ｇ０１Ｎ  33/15    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/50    　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ  33/566   　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    　　　Ａ
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/26    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/36    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/24    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月16日(2008.4.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】以下の（a）～（c）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含有するポリ
ペプチド、そのアミド、もしくはそのエステルまたはその塩：
（a）配列番号：７で表わされるアミノ酸配列；
（b）配列番号：７で表わされるアミノ酸配列と８０％以上の相同性を有するアミノ酸配
列を含有し、かつ細胞内環状アデノシン-1リン酸促進作用を有するアミノ酸配列；および
（c）配列番号：７で表わされるアミノ酸配列中の１～１０個のアミノ酸が欠失したアミ
ノ酸配列、付加したアミノ酸配列、置換されたアミノ酸配列またはそれらの欠失、付加も
しくは置換を組み合わせたアミノ酸配列を含有し、かつ細胞内環状アデノシン-1リン酸促
進作用を有するアミノ酸配列。
【請求項２】前記アミノ酸配列が配列番号：１９または配列番号：４７で表されるアミノ
酸配列である請求項１記載のポリペプチド、そのアミド、もしくはそのエステルまたはそ
の塩。
【請求項３】以下の（d）～（f）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含有するポリ
ペプチド、そのアミド、もしくはそのエステルまたはその塩：
（d）配列番号：８で表わされるアミノ酸配列；
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（e）配列番号：８で表わされるアミノ酸配列と８０％以上の相同性を有するアミノ酸配
列を含有し、かつ細胞内環状アデノシン-1リン酸促進作用を有するアミノ酸配列；および
（f）配列番号：８で表わされるアミノ酸配列中の１～１０個のアミノ酸が欠失したアミ
ノ酸配列、付加したアミノ酸配列、置換されたアミノ酸配列またはそれらの欠失、付加も
しくは置換を組み合わせたアミノ酸配列を含有し、かつ細胞内環状アデノシン-1リン酸促
進作用を有するアミノ酸配列。
【請求項４】前記アミノ酸配列が配列番号：２１または配列番号：４９で表されるアミノ
酸配列である請求項３記載のポリペプチド、そのアミド、もしくはそのエステルまたはそ
の塩。
【請求項５】請求項１記載のアミノ酸配列および請求項３記載のアミノ酸配列を含有する
請求項１または請求項３記載のポリペプチド、そのアミド、もしくはそのエステルまたは
その塩。
【請求項６】請求項１記載のポリペプチド、そのアミドまたはそのエステルおよび請求項
３記載のポリペプチド、そのアミドまたはそのエステルがジスルフィド結合で結合してい
るポリペプチド、そのアミド、もしくはそのエステルまたはその塩。
【請求項７】請求項１記載のアミノ酸配列が配列番号：１９または配列番号：４７で表さ
れるアミノ酸配列であり、請求項３記載のアミノ酸配列が配列番号：２１または配列番号
：４９で表されるアミノ酸配列である請求項５または請求項６記載のポリペプチド、その
アミド、もしくはそのエステルまたはその塩。
【請求項８】請求項１または請求項３記載のポリペプチドをコードするＤＮＡを含有する
ＤＮＡ。
【請求項９】以下の（g）～（i）からなる群から選択されるアミノ酸配列を含有する請求
項１または請求項３記載のポリペプチド、そのアミド、もしくはそのエステルまたはその
塩：
（g）配列番号：3で表わされるアミノ酸配列；
（h）配列番号：3で表わされるアミノ酸配列と８０％以上の相同性を有するアミノ酸配列
を含有し、かつ細胞内環状アデノシン-1リン酸促進作用を有するアミノ酸配列；および
（i）配列番号：3で表わされるアミノ酸配列中の１～１０個のアミノ酸が欠失したアミノ
酸配列、付加したアミノ酸配列、置換されたアミノ酸配列またはそれらの欠失、付加もし
くは置換を組み合わせたアミノ酸配列を含有し、かつ細胞内環状アデノシン-1リン酸促進
作用を有するアミノ酸配列。
【請求項１０】前記アミノ酸配列が配列番号：１７、配列番号：２３、配列番号：４５ま
たは配列番号：５１で表されるアミノ酸配列である請求項９記載のポリペプチド、そのア
ミド、もしくはそのエステルまたはその塩。
【請求項１１】請求項９記載のポリペプチドをコードするＤＮＡを含有する請求項８記載
のＤＮＡ。
【請求項１２】配列番号：１２、配列番号：１８、配列番号：２４、配列番号：４６また
は配列番号：５２で表される塩基配列を有する請求項１０記載のＤＮＡ。
【請求項１３】請求項８記載のＤＮＡを含有する組換えベクター。
【請求項１４】請求項１３記載の組換えベクターで形質転換された形質転換体。
【請求項１５】請求項１４記載の形質転換体を培養し、請求項１、請求項３または請求項
６記載のポリペプチドを生成せしめることを特徴とする請求項１、請求項３または請求項
６記載のポリペプチド、そのアミド、もしくはそのエステルまたはその塩の製造法。
【請求項１６】請求項１、請求項３、請求項６または請求項９記載のポリペプチド、その
アミド、もしくはそのエステルまたはその塩に対する抗体。
【請求項１７】請求項１、請求項３、請求項６または請求項９記載のポリペプチド、その
アミド、もしくはそのエステルまたはその塩を用いることを特徴とする請求項１、請求項
３、請求項６または請求項９記載のポリペプチド、そのアミド、もしくはそのエステルま
たはその塩の活性を促進または阻害する化合物またはその塩のスクリーニング方法。
【請求項１８】請求項１、請求項３、請求項６または請求項９記載のポリペプチド、その
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アミド、もしくはそのエステルまたはその塩を含有してなる請求項１、請求項３、請求項
６または請求項９記載のポリペプチド、そのアミド、もしくはそのエステルまたはその塩
の活性を促進または阻害する化合物またはその塩のスクリーニング用キット。
【請求項１９】請求項１、請求項３、請求項６または請求項９記載のポリペプチド、その
アミド、もしくはそのエステルまたはその塩を含有してなる医薬。
【請求項２０】請求項１６記載の抗体を含有してなる医薬。
【請求項２１】(1)請求項１、請求項３、請求項６もしくは請求項９記載のポリペプチド
、そのアミド、もしくはそのエステルまたはその塩、または(2)請求項１６記載の抗体を
含有してなる代謝調節異常、組織の成長・増殖・分化阻害、生殖機能の機能低下、結合組
織の形成異常、組織の線維化、循環器障害、内分泌障害、体液バランス異常、中枢性疾患
、免疫系疾患、血管新生障害の予防・治療剤。
【請求項２２】肝硬変・肺線維症、強皮症、腎線維症または末梢動脈疾患の予防・治療剤
である請求項２１記載の剤。
【請求項２３】請求項１６記載の抗体を含有してなる診断剤。
【請求項２４】寄託番号ＦＥＲＭ　ＢＰ－７５２０のハイブリドーマ細胞。
【請求項２５】請求項２４記載のハイブリドーマ細胞によって産生されるモノクローナル
抗体。
【請求項２６】寄託番号ＦＥＲＭ　ＢＰ－７５２０のハイブリドーマ細胞によって産生さ
れるモノクローナル抗体を含む診断剤。


	header
	written-amendment

